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誰ひとり、取りこぼさず

個才を発揮できる教育とは



不登校の支援を行き渡らせるためのDXとは
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「未来の教室」での事例紹介

広島県福山市の校内フリースクール

● 校内フリースクール「きらりルーム」：福山市内

6校が実施

○ 城東中学校では専任教員1名を配置

■ 学校内外の調整と個別支援全般を担当

■ 担当授業時間数は0時間の特例措置

■ 教務主任を兼ねる

○ 定数は他の学校と同じで、加配ではない

○ 追加予算で学校内外でのコーディネーターとして

配置できると理想的

→ 指導主事あるいは養護教諭などが適任 3



支援内容と支援到達率

生徒本人への生活・精神・学習支援及
び、保護者への介入

26名中の生徒のうち、24名及び保護者
に対して上記の支援を実施。学校外の
専門家による家庭への介入と精神的支
援も積極的にカバー

支援到達率：92.3%

生徒への探究学習プログラムの提
供と個別の探究学習の伴走支援

25名中の5名の生徒がプログラム
に参加。完全不登校や学習以前の
家庭、本人の問題が大きくてアプ
ローチが難しかった生徒が20名

支援到達率：20%

2021年度2020年度

支
援
内
容

支
援
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達
率
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Lv.0 Lv.1 Lv.2 Lv.3 Lv.4

前年度実証の成果「レディネスと段階的支援」
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Well-Beingを高める支援を！



支援対象者と支援体制について

城東中学校の中1〜中3まで
不登校傾向の生徒26名と保護者

学校内外の36名
● 城東中学校教員：20名
● 広島大学インターン：8名
● SC：1名
● 不登校、就労支援のNPO：3名
● 介助員／支援員：4名

城東中学校の中1〜中3まで
不登校傾向の生徒25名

学校内外の10名
● 城東中学校教員：4名
● 広島大学インターン：6名

支
援
対
象

支
援
体
制

2021年度2020年度
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学校内外を連携させるチーム体制へ
教育 ×福祉の領域へ
生徒 + 保護者の支援も



・メモや頭の中で記録
していたものをシス
テムに集約

・生徒への介入履歴が
一覧で時系列に確認
できるデータベース
として活用可能

支援の到達率を上げた要因

支援方針の決定 学校内外のチーム体制 記録システムの導入

システム導入により支援をDX化

・属人的な支援内容を
10項目で定義した支
援に整理して実施

・日々の支援の構造化

・構造化によるチーム
内での役割分担と支
援の明確化/共有化

・特定の教員が担当し
ていた難しいケース
を学校外の専門家や
インターンと連携

・学校内外とのチーム
全体で取り組む体制
へ移行。コーディ
ネーター必須
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強迫観念が生活にも学習にも影響
1. ⑥専門的な精神支援
2. ⑦日常的精神支援
3. ⑩教科学習支援

⑥：養護教諭とSCによる面談。生育過程で

の家族間問題も顕在化→ SCから医療連携

→ 入院治療→ 自宅療養

⑦：担任による面談。基本的に教室で生活す

るが、しんどくなったら保健室や別室も利用

⑩：別室でワークブック等での自学

学習も人間関係の構築も難しい
1. ⑥専門的な精神支援
2. ⑦日常的な精神支援
3. ⑩教科学習支援

⑥：SCによる面談、現在抱えているスト

レス解消、コミュニケーション課題、学力

不振→ 発達課題について母親に連携

⑦：担任が短時間の面談、きらりルーム担

当後もclassroomで会話

⑩：インターンに心を開き、対話。学習支

援により発達課題の要因把握につながる

チーム連携による支援で効果があったケース

優
先
順
位

具
体
的
な
支
援

ケースBケースA
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支援項目の定義と方針の決定

「どこから手をつけてよいのかわからない」を解消し、支援
の方針と優先順位を明確化
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支援項目の定義と方針の決定

10項目の支援項目により支援の体系化、役割分担の明確化

支援実施比率

24.2%

22.1%

31.5%

22.1%

※12件中7件
（58.3%に介入）

10

身
体

心
理

学
習

環
境



追加したチーム体制

専門家と大学生インターンとの連携

● 専門家

○ スクールソーシャルワーカー

不登校支援や就労をサポートするNPO（3名）：①保護者への経済的支援、②精神

的支援、③自立支援

■ 1週間に1日／1.5時間程度稼働／時給4,000円

○ スクールカウンセラー（1名）：⑥専門的な精神支援

■ 1週間に1日追加／4時間程度稼働／時給5,000円

● 大学生

○ 学生インターン（広大生、8名）：⑦日常の精神的支援、⑧⑨⑩学習支援

■ 1週間に2日、1人3時間程度稼働／時給1,000円

※予算化と同時に大学の履修科目の単位認定等の仕組み化 11



支援記録システム SAOSについて

Support Assessment Operation Systemの頭文字をとったもの

● 児童生徒への包括的な支援をサポートする際に必要な記録・フィー

ドバックシステム

● 下記のようなメリットを想定

○ 児童生徒の記録を紙からデータへ移行

○ 支援の観点を整理し、支援の手立ての検討が可能

○ 時系列な変化を把握し、介入のタイミングや効果の検討が可能

○ 学校内外でのチームでの情報共有が可能

○ 様々な情報の一元管理が可能
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ポイント①
それぞれの生徒の支援フロ
ーと優先順位、緊急性が可
視化されている

ポイント②
支援内容を毎日記録できる
カルテ１と、学年会など集
約検討するためのカルテ2

の記録ができる
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ポイント③
カルテの累積が図示されて
表示されるため、支援の履
歴や傾向が理解しやすい

ポイント④
日々の履歴が記録者と日時
として蓄積されていくため、
振り返りやすい
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支援の累積図示のページ
のイメージ
図と表で記載することで一
目で理解し、共有を容易に
することが可能
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1. 何かあった際にすぐに記入できないので

忘れてしまう

2. 細やかな分類で頭の整理ができず、混乱

する

3. 記入する項目が多く勤務時間が圧迫

4. 個人情報などの情報共有の懸念

1. 支援の細分化により、支援のステップ

の明確化と共有化

2. 生徒の状態に合わせた支援の選択肢や

支援者のマッチング

3. 専門的な支援の切り分けにより、保護

者や本人への専門的な介入を繋げる

4. 時系列に支援内容を確認できる

10項目の支援方針とSAOS導入のメリット・デメリット

誰ひとり取りこぼさないために

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
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● 支援が福祉領域への積極的な介

入と専門家チームとの連携が必

須

● 見立てと手立てが複雑化

● その際に、支援の方向性を定義

し方針を決定

● 方針をチーム内で共有しながら、

明確化する際にITによるシステ

ムサポートが有効



・日常的な精神支援
や個別学習支援は教
育学部等の大学生イ
ンターンが効果的

・市町村レベルで大
学と協定締結するな
どし、恒常的に学生
が現場でスキルアッ
プでき、現場の支援
が充実する仕組みが
必要

・福山市のような個
別支援が可能な教員
をコーディネーター
として加配

・心理と身体の専門
家である養護教諭を
学校内外のコーディ
ネーターとして加配

支援を行き渡らせるためのハードル

コーディネーター
1名の加配

専門家の加配 インターンの導入

・保護者に精神・福
祉領域で対応できる
SSWやSCなどの専門
家の加配

・教育と福祉の連携
が必須→ 子ども家

庭庁など縦割りでは
越えられなかった壁
を低くする制度設計
も必要

・個人情報の保有レ
ベルの整備

・校務支援システム
等の既存のシステム
との接続

・教員の日常の負荷
を下げるアプリケー
ション等の検討

情報セキュリティ
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支援を行き届かせるための理想の支援体制
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校長 1 校務補助員 1

教頭 1 介助員 3

事務長 1 支援員 1

学年 17 スクールサポートスタッフ 1

ふれあいルーム 1 SC 1

特別支援学級 4 学校図書補助員 1

養護教諭 1 教職員合計 35

● コーディネーター
（養護教諭）：1名加配

● SC：勤務日数の増加
週2日/4時間

● SSW：追加配置
週1日/1.5時間

● インターン：追加配置
週2日/3時間
単位認定で補完

教育福祉の拠点として学校が機能するために必要な人員と予算を制度化すべき



学校の枠を超えたサードプレイスの可能性

自分の特性を知ることで始める個別最適な学び

２
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学校の枠を外れ
多様な道を歩む「異才」の子どもたち



異才から個才へ
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「個才」の見える化で個別最適な学びへ
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自分の特徴を把握して

学びの環境調整を

セルフコントロールする



かまくらULTLAプログラム
Uniqueness Liberation Through Learning optimization and Assessment

アセスメントに基づく個別最適な学びの設計

○教室→ 地域の多様な場所を学び場に（森、海、寺、テック企業など）

○先生→ 地域内外のエキスパートや住民が先生に

○学習内容→ 地域のリソースを教材にして、教科単元の紐付けへ
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26

自分学をベースにおいて

自分と環境とのマッチングを

セルフコントロールしていける機会

● アセスメントで自分の興味関心、

認知特性、思考のスタイルなど

学び方の特徴を把握・共有

● 多様なコンテンツ（ヒト・モ

ノ・コト）に出会って、自分の

中でフィットするかどうか試行

錯誤できる機会→ 地域のリソ

ースを最大限に活用することが

可能
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海の多様性から学ぶプログラム
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現代の寺子屋を再現！
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プログラムで出会った海藻にのめり込む中学生



個才と環境とのマッチング
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https://future-for-children.rohto.co.jp/
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https://future-for-children.rohto.co.jp/
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地域の学校は子どもたちの学びのホーム

学校外、地域の外でも

多様な学びを試行錯誤し

チャレンジできる機会を増やす



オンオフのハイブリッドで

多様なコンテンツに出会える機会を増やす

３
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34

世界中の宝に

魅力的なものにオンラインで数多く出会い

リアルで没入できる学びが可能



https://beta.steam-library.go.jp/content/163




https://beta.steam-library.go.jp/content/166
https://beta.steam-library.go.jp/content/165
https://beta.steam-library.go.jp/content/165
https://beta.steam-library.go.jp/content/172


才能や興味が開花するために

アセスメントも参考にしながら

多様なコンテンツ（モノ・コト・ヒト）に出会い

個才と環境とをマッチングさせていく



ニッチな領域のエキスパートが

生まれる可能性をつくる

↓

中等専門学校（中専）？？

特化したものの資格化、認定化

習った知識や技術を社会に繋げ

キャリアにも繋がる仕組み


